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四副こ分布する､サヌカイト(讃岐岩)質安山岩"にっいて

さぬきがん讃岐岩四国讃岐地方(瀬戸内火山岩石区)

に産する非顕晶質古銅輝石安山岩.灰黒色ないし黒色ち密で

かたく別名かんかん石.針状の斜方輝石微斑晶を含み石基

は非顕晶質でガラス･磁鉄鉱粒に富む.ときに斜長石･ザク

ロ石･黒雲母･石英･カリ長石などの外来結晶を含む.(後略)

こどうきせきあんざんがん古銅輝石安山岩古銅

輝石を特徴的に含む安山岩.一般に斑晶として古鋼輝石を含

み少量の斜長石をともなうガラス質ないし細粒の安山岩をい

う.石基の輝石は紫ソ輝石であることがある.瀬戸内火

川岩石区(四国讃岐地方二上山三河鳳来寺山地域など)に

特徴的に産するが小笠原父島千葉県銚子などにも産する.

讃岐持のあるものは古銅輝石安山岸である.

･･以上地学事典(平凡杜1970)より.

"〃'･･“榊･〃〃〃〃〃〃〃･“舳･〃〃〃〃〃〃･榊伽･〃〃14〃〃〃･･㈹“･･'〃〃

1.はじめに

“かんかん石"ないし“サヌカイト(讃岐岩)"はか

なり一少壮くとも土産物屋の店頭に並べられたりあ

るいは内外の地学の教科書に記載される程度には一有

名である.言い換えれば一般受けのする土産物“か

んかん石"としての人気と岩石分類学華やかなりしこ

ろの産物の岩石名“サヌカイト"としての評価がある.

前者についてはその形状とか音色の良し悪しなど個人

の好み次第であり趣味の問題であろうからここでは

触れたい.地学関係の書物で言及されるのはもちろ

ん後者としてのことが多い.

“サヌカイト"ないし“サヌカイト質安山岩"という

用語は野外名としてあるいは一般の岩石記載に際して

本来の定義･分類(WE1Nsc肥NK1891;KoT01916)か

氏家治

ら離れて一厳密た定義に合う岩石がきわめて稀なため

もあり一現実にはもっと広い意味で使われている.

これまでのところ第1表に示す範囲の安山岩に対して

ばく然と用いられているらしい.ところがこの“サ

ヌカイト"という名称は近年岩石屋の間ではあまり

はやらない.その理由としては岩石名をなるべく単

純に普遍的にかつ成因論的に用いようとする学界全

体の動きが挙げられよう.

すたれゆく(?)岩石名“サヌカイト(讃岐岩)"とは

火山岩の分類上とのような位置を占めるのだろうか?

またこの名称は岩石名を不必要に細分化するに過ぎ泣

いのだろうか?四国地方に分布する“サヌカイト質安

山岩"を例として以下に火山岩岩石学的な検討を試み

た.なお本文中では特にことわらない隈り“サヌ

カイト"と他の斑晶に乏しい安山岩類(古銅輝石安山岩

匁ど)の総称として“サヌカイト質安山岩"という語

を使ってある.

2.分布および産状

“サヌカイト"は第三紀中新世から鮮新世にかけて

活動した瀬戸内火山岩石区(古くは瀬戸内火山帯と呼ば

れていた)を特徴づける火山岩として知られている.

瀬戸内火山岩石区に属する火山岩類の噴出の絶対年代は

香川県下のものについては13･12･5･4大阪府二上

山のものについては16(単位はすべて百万年)の値が得

られている.これらの測定値のうち“サヌカイト"の

ごしきだいあかみねきやま

年代は13(香川県五色合赤峰産)と12(香川県城山産)

であり後期中新世に相当する.この岩石区の火成岩

類の大部分は噴出岩であるが一部(石鎚山など)は深

第1表“サ

ヌカイト"の用法の現状

�行堪�

企斑晶量1および斜長石斑晶量二�一'�

�ガラ又賀･･ガ弓又基流晶質1舳舳には暗色1�ガラ又堪流晶質～坂閥状1肉眼的にはやや閉包i

非常に少い�サヌカイト�廿ヌカイト質安山杵

やや少い�サヌカイト質安山岩�廿ヌカイト質安]閉

やや多い�女111岩�次11帖�
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第1図瀬)i内火11I壮布1父火成片類の分布

A:五.島地区.B1肥前杵島地区.C:豊後祖母川地区､

D:伊戸市鑓地1又､E:讃岐高松地区.F:大和二上山宣

坐地区､G:三河設楽地区､H:霧ケ峯･荒船111地区.

a-b:糸魚川･静岡線.c-d:}央構造線

(堀越1972び〕脚を簡略化)

成岩であり中央構造線のほぼ北側に沿った8個所に分

布している(第!図).その名の示すとおり図巾の讃

岐高松地区が“サヌカイト(讃岐崇)"の模式的産地とさ

れている.

瀬戸内火山者石区の火成崇類の四国における現在の分

布を第2図に示した.なにしろ活動時代が古いため

かなりの部分が風化･侵食によって失われている可能性

もあり(火山砕層兇類において殊に著しい)第2図は

活動時に形成された火成岩類のごく一部分を示すにすぎ1

ないかも知れない.ぬりつぶしてあるうちの一部が

“サヌカイト質安山岩"によって占められている.

“サヌカイト質安111耕"は多くの場合

円鎌状とか台
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1兀胴における瀬戸内火111料祈区火成壮類

び〕分布

閉111

地状の小丘陵群の上部に侵食され残った溶岩として分

布している.このよう租産状を呈する原因としては

本来ひと続きの広大な溶岩流によって覆われていた台地

が侵食作用によって分断されたのかあるいはもともと

別個の独立した火山体だったのか古くより見解が分か

れているが各岩体ごとにか放り異った岩石がみいださ

れることより後者のほうが正しそうに思われる.ま

た溶昇が非常に平らに広がり小型ながらも“溶岩台地"

とたっていることがある(香川県の五色合･屋島など)

のは第3図に模式的に示しであるように溶岩溢出時

の地表面が平坦化していたことと関係があるだろう.

典型的た“サヌカイト"は“サヌカイト質安山群"

溶岩の一部を構成したり一あるいは別に独自の溶岩流を

形成している･前者の例としては古銅輝石安山岩中

に板状ないしレンズ状に取り込まれたように見えること

(写真1)と溶岩の急冷部(下底の接触部)が暗色･

ガラス質になり“サヌカイト"状に見えること(写真2)

がある･しかし古銅輝石安山岩溶岩の急冷部が常にこ

のように変化しているわけではない.また後者の例と

しては古鋼輝石安山拷溶岩の.L位に薄い溶岩流として

直接流れている場合や塊状溶岩様の産状を示す場合

(写真3)などがある.

3.“サヌカイト"一はなぜガラス質なのか

“サヌカイト"と古銅輝石安山岩をはじめとする他の

“サヌカイト質安山岩"の区分は要するに石基中のガ

ラスの多少によっている1ガラスが大量に含まれれば

肉眼的にはより黒くちみつで貝殻状断口を示し“サヌ

カイト"と呼ばれる.両者中の瑳晶については現在

までのところ系統的な相違点はみい

だされていない.

すたわち斑晶(ことに斜長石)に

一一一一一一三二乏しくわずかに含まれる有色鉱物斑

一

〴に�

'ベペ･7∴

･1舳:1･､一三

一r㌧､_戸･＼

品が安山岩中のものとしては非常にマ

グネシウム(Mg)に富み一般に不透

明鉱物の斑晶を欠く点で両者は共通し

ている.

このように外観が異なるほかは産状

第2凶

第31曳1

香川県び)“溶升台地"の模式断面図

1:基盤蛤類

2:大川砂榊t獺と少量の湖沼怖堆積層

3:山
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写真1古銅輝石安山岩中の“サヌカイト"写真2

A:古銅輝石安山岩.S1“サヌカイト".M:両者か入り

まじっている部分(黒色でレンズ状塊状点状のものは大部

分“サヌカイト").

〔適当松露頭写真が無いため長崎県東彼杵郡針尾島明星ケ鼻

の例(山口ユ964)を引用〕

“サヌカイト"状となった古鋼輝石安山岩溶岩の急冷部

A:無斑晶質古銅輝石安山岩1S:“サヌカイト".T:下位

の凝灰岩および崖鋒堆積物.

〔香川県坂出市城山頂上北酉方山田邦保氏撮影〕

や鉱物組成カミよく似ているため“サヌカイト"と他の

“サヌカイト質安山岩"の成因は密接な関係にあると思

われる.それでは外観カミ異なる(つまり石基カミカラス

質カ)否か)のはなぜだろうか?産状の項で述べたよう

に単に溶岩が急冷したためにガラス質になったとは思

えないことが多い.

野外観察に基づいて山口(1964)は｢古銅輝石安山

岩マグマ中に何らかの原因でサヌカイトマグマカミ現れ…

マグマの状態で共存していた｣と判断し｢これらの岩

類の発生と分fヒの経路には基盤の構造に関連する特殊

な機構を考えるべきであろうが一･サヌカイト類に散点

写真3塊状溶岩様に見える“サヌカイト･

〔香川県坂贈市五色合赤峰付近山国邦保氏撮影〕

する石英や斜長石恋どの捕獲結晶の存在は他の安山岩

類と同様に基盤岩との混成作用を指示しているのかも

知れない｣と述べている.このように混成作用を重視

する立場は瀬戸内火山岩石区岩類について化学的な検

討を行なった杉(1938)や冨困(1951)の結論と同一

線上のものである.

松本(1950)は瀬戸内火山岩石区岩類中の外来岩片

(ゼノリス)の周辺部の溶岩が一般にガラス質であるこ

とに注目し混成作用におけるイオンの選択的拡散につ

いて考察した.すなわち溶岩カミカラス質になっている

のはアノレカリが外来岩片と周辺のマグマの両方から拡

散してきて局部的に濃縮しそのために境界付近のマグ
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第4図“サヌカイト"およびそれに伴う火山岩類のSiOr(Na聖

O+K20+A120島)一(CaO+MgO+FeOtota1)図

黒丸:“サヌカイト".白丸:他の火山岩類.

(山口1964の第3図)�
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策5図

“サヌカイト"と他地域

産火山砦類の化学組成

の比較

151:四国産･サヌカイ

5ト"6個の平均化

焔･0.合一一一.一一学組成

一一一･一一一一一一`≡≡≡≡≡≡≡≡≡一一一一一一一一一一.一2:香川県産瀬戸内火

3山岩石区砦類の撚

定マグマ組成変化

曲線(Ujike1972)

33:伊豆･箱根地方紫

蘇輝石質岩系平均

変化曲線(Kuno

ユ968).

4:鳥海火山帯カルク

･アルカリ岩系平

均変化曲線(Ka-

5wanoほか1961).

51中国地方西部(大

,l1火山帯)火山岩

3類化学組成分布域

(倉沢1965).

6:カスケｰド地域大

川岩類平均変化曲

線(Carmichae1

脈%Slq1964)

⑧j7､一二2!j4一一'j4"{一一一`二6

マの粘性が低下したためと考えた.そしてさまざまな

規模の外来物に影響されてマグマが不均一になることに

より“サヌカイト"が生じる可能性を暗に示唆してい

る.

同様に山口(前出)は古銅輝石安山岩と共存する“サ

ヌカイト"との化学組成の差異について検討し外来物

の影響によって古銅輝石安山岩マグマ中に水その他の揮

発性成分とアルカリおよびアノレミニウムが選択的に濃集

して(第4図参照)“サヌカイト"マグマが生成された

と考えた.

以上はいずれも混成作用によるアノレカリとアノレミニウ

ムの濃集を重視しているがこの見方は次のような難点

を含んでいる.つまり他の“サヌカイト質安山岩"に

比べて“サヌカイト"中により多くの外来物が見られる

わけではなくより著しい混成作用を裏づける積極的な

証拠を欠いている.また混成作用があれば必然的にそ

の付近では結晶作用が促進されるからたとえ石基がガ

ラス質になったとしても斑晶量が増えて“サヌカイト"

的ではなくなるだろう.もっとも第4･5図に見ら

れるようにアルカリやアルミニウムカミ池の“サヌカイ

ト質安山岩"中よりもわずかながらも多量に含まれる傾

向にあることは歪めたい..そこでこの程度のわずか

な増量で石基のガラス量に著しい変化がひき起こされる

とすれば混成作用の有無の問題は別として火山岩が

ガラス質に放りやすいか否かについての化学的な判断の

基準の一資料にはなるかも知れない.ただし]般の

マグマのガラス化の問題は単に金属イオンの量比によっ

て議論すべきではなくむしろシリコンを縞びつける酸

素(架橋酸素)の量について検討すべき問題(谷口

!973;私信)らしいので“サヌカイト"の成因に関し

てもこの方面からの研究が必要だろう.

話が少々ややこしくなったが以上のような古鋼輝石

安山岩との比較とは別に“サヌカイト"はふつうの安

山岩類に比べてアルカリ(特にK)･アルミニウム(A1)

･マグネシウム(Mg)に富んでいると一般に考えられ

ているらしい.そこで第5図において四国産サヌカ

イト6個の平均化学組成(黒丸数値は第4表)および

香川県の瀬戸内火山岩石区岩類の推定マグマ組成の変化

曲線(太実線)を他地域の火山岩類の化学組成と比較し

てみた.参考までにアメリカのカスケｰド地域の火

山岩類の平均組成変化曲線も併記してある.

“サヌカイト"中のA1.O｡とK.Oはやや多い傾向に

あるもののそれほど著しくはなく中国地方西部(大山

火山帯)の安山岩類よりはむしろ少量しか含まれていた

い｡またMgOに関しては通説とは逆に他地域の

安山岩類に比べて乏しい傾向にあるとさえ言えよう.

ただし図には現われていないがかたりMgOに當ん

だ“サヌカイト質安山岩"が存在するのも事実である.

四国産のものについての筆者の経験から言えばこれら

の安山岩中にはマグネシウムを多く含んだ斑晶がやや濃

集しておりマグマそのものの化学組成を表わしている

のではないと思われる.いっぽう大阪府二上山地域

には石基自体力坤やMgOに富んだ火山岩類が分布して

いる(山崎･大貫1969)がこの岩石は肉眼的には

“サヌカイト"とは言い難い.

以上に概説したように現在までの研究結果は“サ

ヌカイト"が古銅輝石安山岩の一異相校いし古鋼輝石安

山岩マグマから何らかの作用によって導かれた産物であ

ることを示している甘それでは吉銅輝石安山岩その

ものはどのようにしてできたのだろうか?

4.古銅輝肩安山岩中に特徴的な斑晶の岩石学的意義

古銅輝石安山岩↓少÷かどσ)ようにして生じたのか

という点についての考察はあまりにも専門的に在りす

ぎるのでここでは岩石の成因(つまりマグマ生成以後)

にしぼって話を進めよう.

さて斑晶鉱物の量比･組成などに関しては“サヌカ

イト"と古鋼輝石安山岩は一括して考えてもよさそうで�
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ある.さきにも述べたように一般にどちらの岩石に

おいても斑晶は量的に乏しくことに斜長石は含まれた

いことがあり有色鉱物は安山岩中の斑晶としては非常

にMgに富んでいる.岩石全体の化学組成そのものは

ふつうの安山岩類と似ている(第5図)のだからこの

ように特徴的な斑晶が含まれる原因はその晶出時のマグ

マの物理的環境に求めるべきだろう.

ところである一定の化学組成のマグマについて考え

ればその温度が高いときには結晶は少量しか存在でき

ず低温にたるほど多量の結晶が晶出する.実際には

結晶の増量のしかたは直線的では校く晶出する鉱物の

変化につれて階段状を呈するらしいのだか第6図には

単純化して図解してある.高温では液体のみカミ存在し

マグマが温度aまで冷却して初めて結晶が生じ始める.

以後マグマの冷却(温度=a→b→c→d)につれて

結晶量は増大(斑晶=O→B→C→D)する.以下の

文中ではこの温度aを液相温度と呼ぶことにする.

そこで斑晶の量が少いことから“サヌカイト質安山岩"

のマグマはふつうの安山岩(斑晶=C～D)ほどには温

度カミ低くなかったのではたいかと直感的に予想できる.

つまり〔斑晶=B温度=b〕のマグマに相当するので

はないだろうか.

上述の予想の当否を調べるにはすでに晶出していた

結晶が取り去られたために“サヌカイト質安山岩"カミ斑

晶に乏しくなったのではないことを示し次いで温度の

相違による個々の鉱物の化学組成の変化や斑晶鉱物の組

み合わせの変化柱どについての検討を行なわなくてはな

らない.UJIKE(1972)はこのような手順をふんだ後に

かなり水分に富んだ(ひいては酸素分圧の高い)安山岩

質マグマが液相温度に近い高温で地表に噴出したために

“サヌカイト質安山岩"カミできたのだろうと考えた.

斑晶鉱物の生成環境を知るための一番てっとり早く

確実そうな方法は天然の過程を実験室で再現してみる

ことである.すなわち問題の岩石を高温で溶かし予

想された環境(温度･圧力など)で結晶化させてみれば

よい.実験の結果得られたものが天然の岩石と同じで

あれば少たくとも可能な環境のひとつとして予想が

当たっていたことになりまずはメデタシ･メデタシと

なる.しかし残念ながら技術的な困難さのためもあ

り日本でこの方面から安山岩類の成因を研究した例は

ほとんど無い.そこでかたり類似した環境で生じた

と思われるパリクチン火山の安山岩についての実験結果

と比較することにより“サヌカイト質安山岩"ができ

た環境を推定してみたい.
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第6図

マグマの温度と斑

晶量の関係を示す

概念図

a:液相温度(マグ

マの化学組成･圧

力などにより変化

する).

b･c･d:それぞ

れ斑晶をB･C

･Dだけ含むとき

のマグマの温度.

“サヌカイト質安

山岩"マグマはB

に相当すると考え

る.

パリクチン火山産安山岩との比較

メキシコのパリクチン(Paricutin)火山は1943年2

月20目から1952年3月4日までの噴火により形成された.

噴出した岩石は玄武岩質安山岩から古銅輝石安山岩へ

と時間とともにに変化している.この火山岩類はすべ

て斑晶に乏しく(常に全岩の5%以下)瑳晶としては

撤橦石液いし古鍋輝石を必ず含み斜長石をしばしば欠

き単斜輝石および角閃石は含まない(WILcox1956).

1949年以降に噴出した溶岩はすべて古銅輝石安山岩で

記載岩石学的には“サヌカイト質安山岩"とよく似て

いるらしい.

溶融実験の行なわれた岩石は1952年2月25目に溶

岩流としては最後に溢出した古銅輝石安山岩である.

以下の第2～4表および第7図にPで示してあるのカミこ

の岩石についてのデｰタでありGとしてあるのは香

川県五色合産の無斑晶質安山岩に関するものである.

EG肌鵬(1972)はバリクチン火山の古銅輝石安山岩

をさまざまな温度･圧力で溶融しその時現われた鉱物

の化学組成とその鉱物組み合わせについて検討を行なっ

た.その結果この安山岩を生じたマグマは噴出以

前に2.2±0.5%の水分を含んでおり液相温度直下

(1110±40.C)にあったらしいと結論している.なお

パリクチン火山の1944年の噴火で生じた溶岩の温度は

111ぴCまた1946年の火道の温度は!070℃であった

ことが直接測定の結果として報告されており溶融実験

に基づく推定値とうまく合っている.

ここでパリクチンと五色台の安山岩がよく似ているこ

とを示すために第2表に両者を構成する斑晶鉱物およ�
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策2蒙古銅輝石安山岩の

��構脇6壺比

��

�石基�98,898.9

瑳晶�撤鰯万古銅輝石斜長石�0.10.30.80.70.30.1

第3表･サヌカイト･および古銅輝石安山岩の化学組成

G:香川県五色合産無数晶質

古銅輝石安山岩(Ujike

ユ972のNo.11).

P:パリクチン火山産古銅輝

石安山岩(Wilcox

1956のFP-16-52).

び石基の存在量比を比較してある.斑晶はと､もに1%

そこそこしか含まれず古銅輝石十撤櫨石十斜長石の組

み合わせとなっている.マグマ中で鉱物が移動するだ

ろうことを考慮すれば両者はまったく同じと言ってよ

いほどに似た量比の斑晶と石基で構成されている.
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第3表では両者の化学組成(全岩分析値)を比較し

ている･ついでに四国地方産の6個の“サヌカイト"

の平均化学組成もSで示してある.五色合産の無斑晶

質安山岩のうがほパリクチンの安山岩よりもわずかに

SiO･に富みMgO･CaOに乏しいが一般論としての

議論にさしつかえるほどの差異ではない.FeOとFe.

O･の値カミ両者で異っているカミこれらの値には噴出後

の酸化が敏感にひびくのでこの相違点については何も

言えない･ちなみに全鉄をFeOに換算するとPで

は5.62%Gでは5.39%となる.

このようにパリクチンと五色台の安山岩は斑晶の

量比恋ど鏡下の特徴のみならず化学組成およく似ている

S:四国産“サヌカイト"6個の平均化学組成.GおよびP:第

2表と同じ.

からその噴出以前の状態もかなり似ていたのではない

かと推定できる.しかしながら“サヌカイト質安山

岩"のなかには角閃石および単斜輝石の斑晶を少量なカミ

らも含むものかあり(UJ工K週1972)また古銅輝石斑晶

カミバリクチン火山のものよりもMgに富むことがある

(第4表･第7図)点で両者は異っている.これらの

相違の意味するところを以下に考察してみよう.

角閃石(含水鉱物)の有無はマグマ中の水分の多少

ないし圧力のちがいを反映している.実際にはマグ

マの含水量および圧力のちがいは含水鉱物だけでなく

他の鉱物の晶出温度にも著しい影響を与えるためその

検討は慎重を要するのだカミ結論的に言えば“サヌカイ

ト質安山岩"マグマのほうがパリクチン火山のマグマよ

傍
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�第4表毅晶古銅輝石の主要化学組成比
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G:第2表と同じ.�

第4表

G第2表と同じ

P:Egg1er(1972)セこよる分析偉を簡略化.

第7図“サヌカイト質安山岩"中の瑳晶古銅輝石の主要化学組成

白丸:“サヌカイト質安山岩"中の斑晶古鋼輝石(UJエ卿1972).

GおよびP:第4奏と同じ,�
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りも多量の水分を含んでいたらしい.また相対的に高

圧下にあった可能性もいちカミいには否定できない.筆

者の最近の考察では“サヌカイト質安山岩"マグマは

かなり水分に富んだ環境下で生じたらしいと判断され

上記の瑳晶生成時のマグマの状態についての比較結果と

調和する.

マグマの主要化学組成が一一定のとき晶出する輝石の

Mg成分量をコントロｰノレするのはおもにマグマの温

度と酸素分圧である.すなわちマグマの温度と酸素

分圧の両方ないしいっぽうが高いかあるいは酸素分圧

が極端に低いときに斑晶古銅輝石はMg成分に富む.

そこでまずマグマの温度について検討してみよう.

溶融実験の結果ではパリクチン火山のマグマは液相

温度直下の高温にあったらしい.故により高温では結

晶が存在でき放いから“サヌカイト質安山岩"マグマ

がパリクチンのものよりも著しく高温だったとは思えな

い.いっぽうマグマの液相温度はその含水量の増大

につれてより低温側へとずれることが実験的に確かめら

れている(たとえばEGGL鵬1972).そこでより多

量の水分を含んでいたらしい(前述)“サヌカイト質安山

岩"マグマはむしろ相対的には低温だったと考えるべ

きだろう.したカミって両方のマグマの酸素分圧のちカミ

いか古銅輝石斑晶のMg成分量の相違を生じた原因だ

ろう.

それでは酸素分圧によって有色鉱物のM9成分量が

強くコントロｰノレされた天然の例としてはどのよう恋も

のがあるだろうか?

隈石中に含まれる頑火輝石は極端に低い酸素分圧の

ためにMg成分に富んだ例として挙げられよう.しか

しなカミら地殻内においてこれに匹敵するほどに極端に

低い酸素分圧の環境が大規模に存在するとは考えられな

い.ごく局部的には炭質物がマグマ中に取り込まれ

たときにその周辺部の酸素分圧が低下するのではないか

と期待できるがこのように限定された場合でさえも有

色鉱物申のMg成分量は増加し住いらしい(兼平ぼか

���

高い酸素分圧の例としてはアイスランド北方のKoL

beinsey島の玄武岩がある.ここではマグマ中に取り

込まれた海水のH.Oが解離して酸素分圧が高く在り

そのために撤櫨石と輝石類が異常にMgに富んでいる

(SIGURDss0NとBRowN,ユ970).

“サヌカイト質安山岩"マグマもかなり水分に富んで

いたらしいのでもちろんその程度には差があるだろう

�第5表マグマ(斑晶生成蒔)の比較��

�`バリタ手ン産安山岩�“サヌカイト質安山岩"�

��〈バリクチンのものと比較して>�

一�■��

�度�液相混度直下�

温�1110±40.C��

��〈やや低温?〉�

含水�量�2.2±0.5%�〈より多量>

��

酸素分圧�10'9～10-lq気圧�〈より高圧>�

カミKo1beinsey島におけると同様にH.Oの解離による

高い酸素分圧が期待できそうセある.故に“サヌカイ

ト質安山岩"マグマ(少なくともその一部)はパリク

チン火山のものに比べてより高い酸素分圧下にあったら

しいと言えよう.なおパリクチン火山の安山岩の溶融

実験は1!0ぴCで荏ら10■10気圧よりもやや高い酸素分

圧下で行なわれている.

これまでに述べた比較･考察をまとめたのが第5表で

ある.

5.まとめ

何らかの原因によって揮発成分およびアルカリとアル

ミニウムが安山岩マグマ中に濃集しそれカミ急冷すれば

“サヌカイト"状(つまりガラス質)の溶岩ができるの

かも知れない.しかしなカミらこの何らかの原因その

ものについては確実なところは判っていないように筆

者には思われる.

これに対しふつうに見られる斑晶に富む安山岩類と

“サヌカイト質安山岩"の成因関係はすでに述べたこ

とからかなり明らかになったと言えよう.すなわち

水分に富む安山岩質マグマがあまり冷却しないうちに地

表に噴出すれば後者が生じるらしい.

カノレク･アルカリ岩系マグマは水分に富む傾向にある

(久野1965)からこの岩系の安山岩マグマが液相温

度直下の高温で噴出すれば斑晶(ことに斜長石)に乏

しくわずかに含まれる有色鉱物斑晶は比較的Mgに當

むことが一般的に予想できる(UJI肥,1972)､いっぽ

うソレイアイト質岩系マグマは水分に乏しいらしいから

相対的に高温で斜長石が晶出しやすいだろう.そのた

めこの岩系の安山岩マグマが液相温度付近の高温で噴出

すれば斑晶量は少いものの有色鉱物に比べて相対的

に多量の斜長石斑晶が含まれかつ有色鉱物はMg成分

に比較的乏しいのではなかろうか.C畑㎜c臥班(!964)

の記載したアイスランドのソレイアイト質安山岩(ア�
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イズランタイト)がこれに相当しそうである.

こうしてみると高温(液相温度直下)で噴出したカ

ノレク･アルカリ岩系安山岩=無斑晶質カルク･アルカリ

岩系安山岩≒“サヌカイト質安山岩"と言えそうだが

他地域の無斑晶質安山岩について筆者はまったく無知恋

ため予測の域を出ない.しかし上述の関連づけが正し

いと大胆に仮定すれば“サヌカイト質安山岩"は特異

な岩石とは決して言えない.そこでこのような岩石を

示ナためには“サヌカイト質"という語を用いる必要は

なく無斑晶質と付記すればこと足りそうである.そ

して石基がガラス質なことを強調したい場合一つまり

典型的な“サヌカイト"に対して一は無斑晶･ガラ

ス質安山岩とでも表現すればよいのでは荏かろうか.

もっとも逆を言えば前述の関連づけに沿って“サヌカ

イト質"という用語を再定義すればそれはそれ在りに

岩石成因論的な意味を含んだ便利なことばとして通用す

るかも知れない.

6.おわりに

岩石学をタネに口に潮するようになったばかりの身に

とって客観的に総説的な紹介記事を書くことなどと

てもできるものではたい.しかし主観的ではあっても

現在までの如見をまとめ問題点を指摘しておくことは決

して無意味ではないだろうと考え恋かば自身のための

覚え書き的荏ものとして本論を書いてみた.“サヌカ

イト"と地質構造の関連性については全然触れてい粗い

がこれはまったく筆者の不勉強のためである.また

多少専門的にたりすぎた部分もあるかと思われるが考

売方を紹介する上で欠かせないことカミら恋ので削れなか

った.

最後に東北大学理学部岩鉱教室の谷口宏充氏には

マグマのガラス化の問題について貴重な意見をいただき

また香川県教育センタｰの山田邦保氏には原稿全般に

ついてのコメントと写真の提供をいただいた.写真複

製には企画室山本洋一事務官のご援助をいただいた.

ここに記して感謝する.

(筆者は四国出張所)
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